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研究成果の概要： 

本研究では、文化大革命後に活躍した中国の作家 50名程度を対象に、著作目録（中文）、翻

訳目録（日文）、関連文献目録（中文・日文）、ならびにインタビューの映像記録を収録したデ

ータベースを構築し、この 30 年間の中国文学の潮流を概括するための基礎的な資料を作成した。

（同データベースは 2009 年 7 月一般公開予定）その過程で、中国文学の現状と趨勢を的確に把

握するために現地の研究者を交えた研究会を開催したほか、その間に収集した資料や得られた

知見に基づく研究成果を、研究代表・連携研究者が個別に学術誌・学会などで報告した。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 2,500,000 0 2,500,000 

2006 年度 2,000,000 0 2,000,000 

2007 年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

2008 年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

  年度  

総 計 8,100,000 1,080,000 9,180,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・各国文学・文学論 

キーワード：各国文学・文学論、インタビュー、当代文学、中国文学、文学、国際研究者交流、

データベース、国際情報交換 

 
 



 

１．研究開始当初の背景 

本研究を開始するまで、単発的な作家研究や
作品研究を除けば、文化大革命以降の文学の潮
流に関する包括的な資料の整備や記述は、日本
では行われていなかった。 

中国では、これまでにも陳思和『中国当代文
学史教程』（復旦大学出版社、1999）、洪子誠
『中国当代文学史』（北京大学出版社、1999）
をはじめとして、文化大革命終結以降の文学史
が少なからず出版されているが、それらは必ず
しも網羅的な資料に基づいて、包括的に記述さ
れたものではなかった。 

こうした点において、中国同時代文学の全体
像を把握するための基礎的資料は、圧倒的に不
足していたといってよい。 
 一方、研究代表者・連携研究者は、長年にわ
たって『季刊中国現代小説』での翻訳活動を含
め、中国同時代文学の紹介・研究を進めて来た
経緯があり、すでに多くの知見を集積していた。
また、中国の学術界でも、これまでの研究を総
括して、各作家の資料を収集・整理し、研究資
料叢書を出版する計画が持ち上がっていた。 

こうした蓄積を活かして、中国同時代文学の
潮流を概括することが、内外で求められている
状況であった。 
 
 
２．研究の目的 
(1）文化大革命終結（1976 年）から今日（2008
年）に至る中国文学の潮流を概括するため、以
下のような基礎資料を収集・整備し、データベ
ースを作成する。同データベースはインターネ
ットサイトで公開する。 

① 主要な作家の著作、研究文献、関連資料
の網羅的なデータベースを作成する。収
録範囲は、小説、ルポルタージュ、詩、
劇作、批評などすべてのジャンルとする。 

② 作家、詩人、劇作家、批評家などにイン
タビューを行い、作家・作品に関連する
事象の映像・音声資料を収集する。 

 
(2）上記の作業を踏まえて、文化大革命終結か
ら今日に至る中国の文化潮流と、その中で文学
がどのような軌跡を描いてきたかを、総括し、
記述する。 

 

 

３．研究の方法 

(1）主な作家（50～60名）を選定し、日中両国

において、新聞、雑誌などの定期刊行物、単行

本を広く調査・収集する。調査対象は以下のと

おり。 

① 定期刊行物 

② 新刊書 

③ 日中の図書館の蔵書 

④ 出版社 

⑤ 作家本人（インタビュー） 

 

(2）調査・収集した上記資料に目を通し、整理

してコンピュータに入力し、著作・研究文献・

関連資料の目録（データベース）を作成する。

サーバーは早稲田大学に設置し、データベース

は一般公開する。 

入力する範囲は次のとおり。 

① 作家の著作（中文） 

② 著作の翻訳（日文） 

③ 作家・作品についての研究・関連の文献・

資料（中文ならびに日文） 

 

(3）日中両国において、作家および作品に関す

る映像・音声資料を広く収集し、上記目録と合

わせてデータベースを作成する。サーバーは早

稲田大学に設置し、データベースは一般公開す

る。 

調査対象は以下のとおり。 

① 作家自身へのインタビュー（作家の半生、

作品、執筆状況、登場人物などについて） 

 
 
４．研究成果 
【得られた成果】 
 中国の作家・詩人 50 名に関する著作目録（中
文）、翻訳目録（日文）、関連文献目録（中文な
らびに日文）、作家のインタビュー映像を含むデ
ータベースを作成した。収録したデータの下限
は 2008 年。これによって、まだ限定的ではある
が、中国同時代文学の全体像を把握し、研究を
進めるための基礎的な資料を提示できたと考え
る。 
同データベースは再整理の上、2009 年 7 月に

一般公開する予定である。 
また、研究代表者、連携研究者は本研究を進

める過程で収集した資料や得られた知見に基づ
いて、著書・論文・翻訳などの形で、個別に成
果を発表している。これらは現在の日本におけ
る中国同時代文学理解の最先端の成果と言って
よいと思われる。 
本研究で作成したデータベースは、そうした

先端的な中国同時代文学（ならびに文化）研究
を一層深化させるために不可欠な資料となるは
ずである。 
 
【内外における位置づけとインパクト】 
 本研究のデータベースについては、下記の各
機関から資料の相互公開、リンクの設定、今後



 

の協力などの申し出があった。 
① 中国華東師範大学中国現代文学研究与資

料中心（中国現代・当代文学の資料を収
集・整理している） 

② 上海大学中国当代文化研究中心（現在の中
国の文化状況の大規模な調査・研究を進め
ている） 

③ 香港中文大学図書館（香港文学の網羅的な
データベースの構築・公開を進めている） 

こうした機関との提携によって、中国大陸・
香港を含む、さらに大規模で網羅的な、中国同
時代文学に関するデータベースを構築する可能
性が開かれると思われる。 

なお、本研究のデータベースについては、台
湾の中央研究院も興味を示しており、協力関係
を模索中である。一般公開の後は、こうした相
互協力・リンクの範囲がさらに広がることが期
待される。 
 
【課題】 

当初は香港・台湾の作家、劇作家、批評家な
どの著作目録、インタビューも合わせてデータ
ベースを構築する予定であったが、時間と労力
の限界から、中国の作家 50 名に限定せざるを得
なかった。収集する映像・音声資料も、当初は
作品の舞台や背景などを含めた調査を予定して
いたが、作家本人のインタビューが精一杯であ
った。 

また、データベースに収録した資料は 2008 年
を下限としているが、インターネットで公開す
るデータベースとしては、その性質上データを
不断に更新することが不可欠であるが、その手
だては今後に委ねざるを得なかった。 

本研究のテータベースに収録したデータの更
新、および収録できなかった作家・批評家、な
らびに背景に関する資料の収集・公開は、今後
の課題としたい。 
 
【今後の展望】 
 インタビューについては、容量などの関係か
ら、取材した映像のすべてを本研究のデータベ
ースに収録することは不可能であった。これら
映像資料は資料として保存し、別の形で公開し
たいと考えている。現在、その準備を進めてい
るところである。 
 また、本研究で得られた成果に基づいて、文
化大革命終結以来の中国同時代文学の潮流を概
括する「中国同時代文学入門」（仮題）を出版す
る予定である。同書では、中国の文化潮流を概
括し、その中で中国の中国代文学の変遷を位置
づけるとともに、主要な作家とその作品世界に
ついて紹介したいと考えている。 
 いずれも、今後の中国同時代文学理解に欠か
せない資料となるはずである。 

 さらに、本研究で作成したデータベースのデ
ータ更新を、何らかの形で進める必要がある。
これについては、研究代表者・連携研究者、な
らびに若手の研究者を含めて、現在検討中であ
る。 
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代文学的形成与終結、文匯報、ｐ4、2005、

査読無 

55. 千野拓政：我們将走向何方?-関於現代文化

的誕生与終結的-些考察、華東師範大学学報

哲学社会科学版、2005 年第 5 期、p7-11、

2005、査読有 

56. 千野拓政：文学感到現代的瞬間-現代文学在

中国的誕生、早稲田大学大学院文学研究科

紀要、51 集、p237-246、2006、査読有 

57. 飯塚容：中国現代小説の二十年、中国-社会

と文化、20号、p501-519、2005、査読有 

58. 栗山千香子：壁のアポリア--1990 年代史鉄

生の文学をめぐって、中央大学論集、27号、

p137-157、2006，査読有 

59. 栗山千香子：蒋韻「ねむの花」（翻訳）、

季刊中国現代小説、2巻 35号、ｐ5-17、2005、

査読有 

60. 栗山千香子：史鉄生「塀づたいの道」（翻

訳）、季刊中国現代小説、2巻 36 号、ｐ5-23、

2005、査読有 

61. 近藤直子：張暁波「毎日ひとりの子どもが

溺れ死ぬ河」（翻訳）、季刊中国現代小説、

2巻 36 号、ｐ109-150、2005、査読有 

62. 櫻庭ゆみ子：:朱文「達馬のりズム」（翻訳）、

季刊中国現代小説、2 巻 36 号、ｐ45-73、

2005，査読有 

 

〔学会発表〕（計 17 件） 

[2008 年度] 

1. 千野拓政：現代文学的誕生――以日本和中

国為例、シンポジウム「現代文学の誕生――

日本と中国を中心に、2009 年 3 月 24 日、

早稲田大学 

2. 千野拓政：全球語境下亞文化的變化與現代

文化的命運、兩岸三地當代大衆文化批評學

術研討會、2008 年 12 月 5 日、台湾中央研

究院 

3. 千野拓政：通過「故郷」的解読看中国現代

文学的誕生、新時期魯迅研究 30 年国際学学

術研討会、2008 年 11 月 22 日、紹興文理学

院 

4. 千野拓政：我們跑到哪裏去――関於現代文

学的形成与終結的一些考察、第 3 回遠東交

際学術会議、2008 年 6 月 24 日、サンクト

ペテルブルグ国立大学 

[2007 年度] 

5. 飯塚容： 1990 年代の中国シネマ、かなが

わ国際交流財団「日中文化講座」、2008 年 3

月 2日、地球市民かながわプラザ（本郷台） 

6. 千野拓政：我們跑到哪裏去？̶̶東亜諸城市

的亜文化与現代文学的誕生和総結、魯迅定

居上海 80 周年国際学術研討会、2007 年 10

月 25 日、上海魯迅紀念館 

7. 千野拓政：我們將走向何方？――關於現代

文學的誕生與終結的一些看法、東西方研究

國際學術研討會、2007 年 10 月 4 日、香港

大學 

8. 関根謙：現代文学研究と中国期刊文献、    

日台共同研究国際シンポジウム「文献学」、

2007 年 6 月 13 日、慶應義塾大学 

[2006 年度] 

9. 千野拓政：文学感到現代的瞬間――現代文

学在中国的誕生、魯迅跨文化的対話――紀

念魯迅逝世七十周年国際学術討論会、2006

年 10 月 18 日、紹興飯店、上海魯迅紀念館 

10. 千野拓政：張愛玲・電影・香港認同、張愛

玲逝世十周年紀念国際学術討論会、2006 年

9 月 29 日、香港浸會大学 

11. 千野拓政：実験小説家魯迅、香港魯迅論壇、

2006 年 9 月 8日、香港中文大学 

12. 千野拓政：我們跑到哪裏去̶̶関於現代文学

的形成与終結的一些考察、“面対新的挑

戦：太平洋西岸文化研究的歴史和未来”国

際学術討論会、2006 年 5 月 19 日、上海大

学 

[2005 年度] 

13. 千野拓政：わたしたちはどこへ行くのか？

――近代文学の誕生と終焉をめぐる一考察、

早慶学会、2005 年 7 月 9日、慶應義塾大学 

14. 千野拓政：我們走向哪裏̶̶東亜諸城市的亜

文化、講演、2005 年 6 月 29 日、華東師範

大学 

15. 千野拓政：我們跑到哪裏去̶関於現代文学的



 

形成与終結的一些考察、講演、2005 年 6 月

27 日、上海大学 

16. 千野拓政：講評・顔海萍（UCLA教授）学術

報告〈情感之域―中国英術等伝統中的議劇

作用之反思〉、《全球化与人文学術発展》国

際学術研討会、2005 年 6 月 24 日、華東師

範大学 

17. 千野拓政：総講評、《中国現代文学研究：重

建学科的合法性》国際研討会、2005 年 5 月

28 日、華東師範大学 

 

〔図書〕（計 5件） 

[2008 年度] 

1. 近藤直子：河出書房新社、池澤夏樹個人編

集 世界文学全集第 1 集第 6 巻『暗夜』、

2008、総 540 頁（分担分 197 頁） 

[2007 年度] 

2. 関根謙：慶應義塾大学出版会、陳染「プラ

イベートライフ」（翻訳）、2008、総 366 頁 

3. 飯塚容：角川書店、蘇童「碧奴――涙の女」

（翻訳）、2007、総 317 頁 

[2005 年度] 

4. 千野拓政、飯塚容、関根謙ほか：山川出版

社、「規範」からの離脱、2006、総 300 頁(千

野分担、〈わたしたちはどこへ行くのか?-

グローバリゼーション下の都市文化〉、

p200-222、飯塚分担、〈小劇場、前衛劇の

試み〉、p94-113、〈「人称」の実験と「多

声部」の試み〉、p137-157、関根分担〈「集

団幻想」からの脱却〉、p28-49) 

5. 近藤直子：平凡社、残雪「魂の城 カフカ解

読」（翻訳）、総 462 頁、2005 

 

〔その他〕 

[2008 年度] 

1. 飯塚容：書評・軽佻浮薄な社会を戯画化――

余華『兄弟』、東京新聞、2008 年 7 月 

[2007 年度] 

2. 渡辺新一：社会的状況の差異のもとで、現

代詩手帖、ｐ148-149、51 巻 2 号、2008 

3. 関根謙：「翻訳ほりだし物」『プライベート

ライフ（私人生活）』、東京新聞夕刊コラム、

2008 年 2 月 14 日 

4. 関根謙：「執筆ノート」『プライベートライ

フ（私人生活）』、月刊「三田評論」、NO1110、

P78、2008 

5. 関根謙：「革命」の空虚と統一された「自由」、

アジア遊学、100 号、P47-P50、2007 
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